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伊勢神宮内宮へ献上
10月12日（水）、篠島から伊勢神宮に干鯛を奉納

するおんべ鯛奉納まつりが行われました。六隻の漁
船が神宮への献上を示す「太一御用」の旗をはため
かせ、篠島から伊勢の神社

�����

港へたどり着くと地元住
民から盛大な歓迎を受けました。
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平成24年 南知多町成人式

本町出身者で、現在、町外にお住まいの方も町
成人式に参加できます。参加を希望される方は、
参加申し込みをしてください。
■申込方法 社会教育課（総合体育館内）または

役場各サービスセンターで手続きをしてくださ
い。本人でなくても結構です。

平成24年の成人式は１月８日（日）に実施しま
す。成人の日の前日です。

町内にお住まいの新成人の方には、11月中に
案内状をお送りしますので、案内状を式当日に
持参してください。

町外にお住まいの方も
参加できます

子ども・若者が社会生活を円滑に営むことがで
きるようにするための支援その他の取り組みを図
るためには、「子ども・若者育成支援推進法」「子
ども・若者育成計画２０１０」等に基づき、関連
施策を確実に推進する必要があります。

特に家庭や学校、企業、地域における子ども・
若者育成支援の各種活動に積極的にご参加をお願
いします。
問い合わせ 社会教育課　☎ 6 5− 2 8 8 0

問い合わせ　社会教育課（総合体育館内）
☎６５−２８８０

平成24年 南知多町成人式
と　き　平成24年1月8日（日）

午前10時開式
ところ　総合体育館 サブアリーナ

11月1日〜30日

子ども・若者育成支援県民運動
育てよう

自分に勝てる子　負けない子

豊 浜 太 鼓 打 ち 着 物 展
と　き 11月12日（土）午前10時～午後５時

11月13日（日）午前10時～午後４時
ところ 総合体育館メインアリーナ

海っ子バス「プラスチック工業団地前」
下車

展示品 太鼓打ち着物　　　１５０余枚
ふらいき（大漁旗）　５０余枚

入場料 無料
主　催 豊浜まちづくり会
共　催 豊浜太鼓打ち着物保存会
後　援 南知多町　町教育委員会　町文化協会

豊浜地区区長会
問い合わせ 豊浜まちづくり会事務局

☎ 0 8 0 − 1 6 2 8 − 4 5 2 9
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2005年に開催された「愛知万博」の理念を次
世代へ語り継ぐと同時に、県内市町村の交流、
県民スポーツの振興等を目的として「愛知駅伝」
を実施します。また、大会当日、各市町村の特
産品を紹介・販売する「愛知ふるさと市」を設
置します。
と　き 12月３日（土）
①愛知駅伝

午後０時30分スタート
②愛知ふるさと市

午前10時から午後４時ごろまで
ところ 愛・地球博記念公園（長久手町）
内　容
①愛知駅伝

県内市町村54チームが市と町村の部に分か
れて９区間29.7㎞で競います。

②愛知ふるさと市
多数の市町村が出展します。

入場無料・雨天決行
駐車場 有料（乗用車５００円）

駐車場に限りがありますので、公共交通機関
でお出かけください。
問い合わせ 愛知駅伝事務局

☎ 0 5 2 − 9 5 4 − 1 1 6 7
ホームページ
http://www.tokai-tv.com/ekiden11/

愛知万博メモリアル
「第６回愛知駅伝」と「愛知ふるさと市」に

おでかけください
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豊浜魚ひろばバス停留所の近く、元の刈藻浦（かるもうら）に「大石さま」という石があります。
この石は篠島で切り出され、名古屋城の石垣になるはずだった石だそうです。ということで、今回は
この石のふるさと篠島を訪ねてみる歴女の旅に出かけてみました。帰りには石つながりで、師崎線を
使い、大井の素敵なお店でみちくさしました。

今回の感想は、歴史の息吹と芸術の香りに包まれ、穏やかな空間を感じられるものでした。

「海っ子バス」は営業中！ №6
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子ども手当は、原則、申請した月の翌月分から支
給されます。ただし、出生日や転出予定日（異動日）
が月末に近い場合、申請が翌月になっても異動日の
翌日から15日以内の申請であれば、申請した月（異
動日の翌月）から支給します。申請が遅れると遅れ
た月分の手当を受けられなくなることがありますの
で、ご注意ください。

１．子どもが日本国内に住んでいること
原則として、子どもが日本国内に住んでいる場

合に子ども手当を支給します。ただし、子どもが
海外に留学している場合には、子ども手当を受け
取ることができる場合があります。

２．両親が離婚協議中で別居している場合は、
子どもと同居している方を優先

父母が、離婚協議中で別居している場合は、お
子さんと同居している方に支給される場合があり
ます。ただし、単身赴任の場合には、今までと同
様、子どもの生活費を主に負担している方に支給
します。

３．海外にいる父母が指定する人に支給
父母が海外に住んでいる場合、その父母が、日

本国内に住む子どもを養育している人を指定すれ
ば、指定された方に子ども手当を支給します。子
どもの住所のある市町村に「父母指定者指定届」
を提出して、認定を受けてください。

４．児童養護施設の設置者、里親に支給
子どもが施設に入所している場合や里親等に委

託されている（預けられている）場合は、原則と
して、その施設の設置者や里親等に子ども手当を
支給します。

※上記の１～４については、手続きの際、その
事実関係を証明する書類等が必要になりますので
下記にてご確認ください。

10月からの子ども手当を受け取るためには、本年
９月分まで受け取っていた方も含め、以下の対象と
なるお子さんを持つ全ての方が改めて申請（認定請
求）が必要です。（※公務員の方は、今までと同様、
勤務先へ申請ください）

主な新しい制度内容は、以下のとおりです。
１．支給額（平成23年10月分～平成24年３月分）

２．支給時期

本年９月分まで受け取っていた方で受給資格のあ
ると思われる方へは、10月中に「認定請求書」を送
付し、申請をお願いしています。本年23年10月１日
の時点で受給資格のある方は、平成24年３月末まで
に申請をすれば、10月分から受け取ることができま
すが、忘れないうちにお早めにお願いします。また
受給資格のあるのに「認定請求書」が届いていない
方は、下記問い合わせ先までご照会ください。

・10月以降に他の市町村へ転出した方
・10月以降にお子さんが生まれた方

10月以降に他の市町村へ転出した方は、転出した
日（転出予定日）の翌日から15日以内、10月以降に
お子さんが生まれた方は、お子さんが生まれた日の
翌日から15日以内に申請が必要です。平成24年３月
までに申請されてもさかのぼって受け取ることはで
きません。

10月から ｢子ども手当｣ が変わりました
申請をお忘れなく!!

ただし、以下の方は、速やかに申請を！

次の場合も15日以内に申請ください！

今までの子ども手当と違うところは？

子どもの年齢

３歳未満

３歳以上 小学校修了前

中学生（15歳に達した
後最初の３月31日まで）

子ども手当月額

一　律 　 1 5 , 0 0 0 円

1 0 , 0 0 0 円
（第３子以降は、15,000円）

一　律 　 1 0 , 0 0 0 円

平成24年２月 平成23年10月～24年1月分（４か月分）

平成24年６月 平成24年２月～３月分（２か月分）

問い合わせ 福祉課　児童係（内線 1 2 5 ）
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南知多町は、太陽と海と緑豊かなまちづくりを
めざしています。皆さんの貴重な税金がこうし
たまちづくりのために使われていることを広く
知っていただくため、毎年５月と11月に、財政
状況をお知らせしています。
今回は、平成22年度の決算状況と平成23年度
上半期の財政状況をお知らせします。

● 町税……住民の皆さんが納め
た固定資産税や町民税などの
税金

● 地方交付税……国から町の財
政力に応じて交付されたお金

● 国庫・県支出金……国または
県から町への補助金や負担金
などのお金

● 町債……町が特定の事業のた
めに借りたお金

● 繰越金……前年度から繰り越
したお金

● 諸収入……貸付金の元利収入
や学校給食費徴収金などのお
金

● 繰入金……積立金等から繰り
入れたお金

▶用語のチェック◀

町税の負担状況
1人あたり　120，777円

1世帯あたり　350，139円

( 人　口　20，392人 )世帯数　07，034世帯
平成23年3月末現在住民基本
台帳による

町税の内訳　24億6,288万円

町税
24億6,288万円
（31.6％）

地方交付税
20億4,259万円
（26.2％）

地方譲与税　　　　　　　9,599万円（1.2％）
自動車取得税交付金　　　4,638万円（0.6％）
地方特例交付金　　　　　3,953万円（0.5％）
利子割交付金　　　　　　 917万円（0.1％）
配当割交付金　　　　　　 496万円（0.1％）
交通安全対策特別交付金　 244万円（0.0％）
株式等譲渡所得割交付金　 164万円（0.0％）

県支出金
4億5,205万円（5.8％）

地方消費税交付金
2億1,607万円（2.8％）

町債
8億8,030万円
（11.3％）

国庫支出金
6億4,192万円
（8.3％）

繰越金
3億6,741万円（4.7％）
諸収入
2億2,919万円（3.0％）
分担金及び負担金
9,539万円（1.2％）

繰入金
8,082万円（1.0％）

寄附金　　　　　　 697万円（0.1％）
使用料及び手数料　5,904万円（0.8％）
財産収入　　　　　5,729万円（0.7％）

43.1
％56.9％

自依 主存
財財 源

源

　

　

　

　 　

　

　　　　　　　
　　　

　　　　　
　　　　　　
　　　　　　

　
　

　　　　　　
　

　　　　　

都市計画税　31万円（0.0％）

町たばこ税　1億2,694万円（5.1％）

軽自動車税　5,360万円（2.2％）

固定資産税　13億4,936万円（54.8％） 町民税　
9億776万円（36.9％）

入湯税　2,491万円（1.0％）

(　)内は構成比

の財政
77億9,203万円( )一般会計

歳　　入
前年度比
3.2％増
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民生費
19億5,977万円
（26.4％）

総務費
13億7,626万円
（18.6％）

教育費
10億8,662万円
（14.7％）

衛生費
10億2,563万円
（13.8％）

議会費　　　8,026万円（1.1％）
災害復旧費　8,643万円（0.1％）
労働費　　　8,625万円（0.1％）
諸支出金　　9,262万円（1.2％）

公債費
4億4,287万円（6.0％）

消防費
3億9,760万円（5.4％）

土木費
3億1,333万円（4.2％）

商工費
1億6,810万円（2.3％）

農林水産業費
4億5,335万円
（6.1％）

　　　
　

　　　
　　

義務的経費
26億

3,409万円
（35.6％）消費的経費

24億
7,643万円
（33.4％）

維持補修費
4,191万円（0.6％）

補助費等
14億9,846万円
（20.2％）

物件費
9億3,606万円（12.6％）

災害復旧事業費
643万円（0.1％）

普通建設事業費
10億7,960万円（14.6％）

その他の経費
12億1,254万円（16.3％）

扶助費
7億4,656万円
（10.1％）

人件費
14億4,466万円
（19.5％）

公債費
4億4,287万円
（6.0％）

投資的経費
10億8,603万円
（14.7％）

74億909万円( )一般会計
歳　　出

前年度比
3.1％増

● 民生費……子どもや高齢者、
身体に障がいのある方などの
支援のために使われたお金

● 総務費……自治振興、交通安
全、選挙などに使われたお金

● 教育費……小 中 学 校 や 公 民
館、スポーツ振興などに使わ
れたお金

● 衛生費……ごみの処理や赤ち
ゃん・高齢者などの予防接種
や検診などに使われたお金

● 農林水産業費……農業、漁業
の振興や漁港の整備などに使
われたお金

● 公債費……特定の事業のため
に借りた長期借入金の元金や
利子の返済に使われたお金

● 消防費……知多南部消防組合
の運営費や消防団の活動など
に使われたお金

● 土木費……道路、河川の整備
や公園整備などに使われたお
金

▶用語のチェック◀

町民1人あたりの経費
1人あたり　363，333円
（人　口　20，392人）

平成23年3月末現在住民基本
台帳による

目的別支出割合
(　)内は構成比

性質別支出割合
(　)内は構成比

みなみちた平成22年度
決算状況

お知らせします
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特別会計 企業会計

会 計 区 分
国 民 健 康 保 険
老 人 保 健
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
漁業集落排水事業
師崎港駐車場事業
土 地 取 得

収 入 額
27億7,039万円

530万円
2億306万円

14億3,583万円
8,895万円

1億618万円
9,262万円

3億362万円
6億8,068万円

収 益 的

資 本 的

収 入
支 出
収 入
支 出

8億7,618万円
7億7,312万円

支 出 額
26億3,238万円

530万円
2億77万円

14億1,349万円
8,286万円
6,439万円
9,262万円

水
道
事
業

土　地
55万643㎡

建　物
延べ  9万7,667㎡

基　金
33億3,663万円

有価証券
2,770万円

私たちの財産と借金の状況

平成22年度　特別会計・企業会計　決算状況

平成22年度末残高

平成22年度決算状況の概要は、南知多町ホームページに掲載しています。

１人あたり残高　　254,200円
１世帯あたり残高　736,900円

町債（一般会計の長期借入金）
51億8,359万円

住みよい暮らしを支えるまちづくり
コミュニティバス購入事業費 4 ,122万円
コミュニティバス運行委託事業費 990万円
契約バス路線運行補助金 1 ,632万円
離島交通費助成事業補助金 2 ,109万円
合併処理浄化槽設置事業費補助金 1 ,824万円
道路橋りょう維持補修事業費 1億2 ,995万円

快適で安全なまちづくり
知多南部衛生組合分担金 6億8 ,179万円
知多南部消防組合分担金 3億1 ,539万円
山海ふれあい会館耐震補強事業費 1億1 ,865万円
津波・高潮危機管理対策緊急事業費 1億500万円

活力をともに生みだすまちづくり
商工会育成事業費 1 ,168万円
観光宣伝誘致事業費 1 ,370万円
観光振興事業費 1 ,496万円
漁業振興対策事業費 1 ,642万円
都市計画事業基金元利償還金 1億1 ,301万円

（愛知用水二期事業・国営農地開発事業負担金分）

いきいきと暮らせる健康・福祉のまちづくり
知多厚生病院診療棟整備事業費補助金 2 ,580万円
予防接種事業費 2 ,500万円
がん等検診事業費 1 ,050万円
保育所運営費 4億4 ,655万円
子育て支援金 1 ,100万円
子ども・児童手当支給費 3億1 ,349万円
障害者自立支援事業費 1億6 ,065万円
障害者援護事業費 3 ,529万円
子ども医療費 4 ,750万円
障害者医療費 3 ,909万円

心豊かな人を育むまちづくり
内海中学校本校舎等耐震補強事業費 1億3 ,727万円
篠島中学校本校舎等耐震補強事業費 1億9 ,161万円
教育振興費 2 ,604万円
小中学校教育用コンピュータ借上料 2 ,383万円
公民館整備事業費 612万円

住民と行政の協働によるまちづくり
まちづくり推進事業費 506万円
町勢要覧制作事業費 337万円
ケーブルテレビ行政情報制作事業費 252万円

平成22年度の主な事業 （一般会計分）〜このように使いました〜
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平成23年度  ４〜９月の予算執行状況

0 5 10 15 20 25 30 350 30 25 20 15 10 535
（億円）（億円）

民 生 費

衛 生 費

総 務 費

教 育 費

農林水産業費

公 債 費

そ の 他

23億3,218万円）

　（9億2,308万円）

10億5,058万円）

（4億1,096万円）

9億4,248万円）

（4億1,213万円）

9億3,437万円）

（3億6,857万円）

4億8,766万円）

（8,463万円）

4億6,614万円）

（2億2,664万円）

11億3,344万円）

（5億385万円）

23億1,454万円）

（16億2,095万円）

19億5,600万円）

（14億452万円）

7億868万円）

（4,440万円）

5億8,809万円）

（2億5,317万円）

5億7,390万円）

（0円）

3億6,007万円）

（0円）

8億4,557万円）

（7億2,437万円）

00

　　上段　予算現額
　　下段　(　)内は収入済額又は
　　　　　支出済額

町 税

地 方 交 付 税

県 支 出 金

国 庫 支 出 金

町 債

繰 入 金

そ の 他

予算額　73億4,685万円予算額　73億4,685万円
収入率  55.1％支出率  39.9％

一般会計

特別会計

一時借入金の現在高 0円

町税の23年９月末までの収入状況

企業会計

区　　分 予 算 現 額
収入
支出
収入
支出

7億3 ,757万円
6億9 ,574万円
2億8 ,155万円
4億5 ,607万円

3億4 ,381万円
2億3 ,547万円

113万円
5 ,799万円

執　行　額

水
道
事
業

収
益
的
資
本
的

会計区分 予 算 額 収入済額 支出済額
26億9,026万円
15億3,834万円
2億1,029万円

8,091万円
1億1,300万円

10億3,652万円
5億8,706万円

6,707万円
1,761万円
8,468万円

12億6,792万円
9億572万円

1億4,869万円
4,169万円
3,549万円

国民健康保険
老 人 保 健
介 護 保 険
漁 業 集 落
師 崎 港 駐

介 護 保 険
後期高齢者医療
漁業集落排水
師崎港駐車場

税　　　　目

合　　　　計

収 入 済 額

16億2,095万円

4億7 ,777万円
10億477万円

5 ,245万円
7 ,542万円
1 ,052万円

2万円

町 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
町 た ば こ 税
入 湯 税
都 市 計 画 税

23.9％

6.4
％

11.8％ 8.2
％

（借入先別）

上水道
17億989万円

23.3％
14.2％ 13.7％

その他
31億1,361万円

42.4％

（目 的 別）

歳入歳出

支出済額　29億2,986万円 収入済額　40億4,741万円

銀行等（ゆうちょ銀行、かんぽ生命含む）
17億5,247万円

教育費
10億4,313万円

その他
6億32万円

地方公共団体金融機構
8億6,999万円

→

↗

→ →

財務省　41億2,234万円
56.1％

土木費
4億7,158万円

→ →

町債（長期借入金）の状況23年９月末現在 73億4,512万円

繰越明許予算費を含む

農林水産業費　10億691万円
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平成22年度
知多南部衛生組合の人事行政の運営等の状況を公表します

知多南部衛生組合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例第２条の規定に基づき平成22年度における
知多南部衛生組合の人事行政の運営等の状況について報告します。

平成23年11月１日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　知多南部衛生組合管理者　山 下 治 夫

１　職員の任免および職員数に関する状況
（1）平成22年度における職員の任免（採用・退職）の状況

２　職員の給与の状況
（1）人件費の状況（平成22年度一般会計決算）

区　　分 採　用
退　　　　　　　　　職

一 般 行 政 職
技 能 労 務 職

合　　計

０人
０人
０人

定年退職 勧奨退職
０人 ０人
２人 ０人
２人 ０人

自己都合退職
０人
０人
０人

死亡退職
０人
０人
０人

その他
０人
４人
４人

合　計
０人
６人
６人

住 民 基 本 台 帳 人 口
管内人口（平成23年3月31日現在）

歳出額Ａ 実質収支

44 ,315人 2 ,271 ,721千円 6 ,856千円

人件費Ｂ

182 ,457千円

人件費率（Ｂ/Ａ）

8 .0％

職 員 数 Ａ

20人

給　　　　与　　　　費
給　　料
75 ,187千円

職員手当
14 ,200千円

期末・勤勉手当
27 ,537千円

計　Ｂ
116 ,924千円

一人当たり給与費
（Ｂ/Ａ）

5 ,846千円

（2）職員数（平成23年4月1日現在）

（2）職員給与費の状況（平成23年度一般会計予算）

区　　分 職 員 数
９人
11人
20人

一 般 行 政 職
技 能 労 務 職

合　　計
（注）職員数は、派遣職員１名を除く常勤職

員数です。

（3）職員の初任給の状況（平成23年４月１日現在）

区　　分 初　任　給 採用２年経過日
給 料 額

172 ,200円
140 ,100円
158 ,600円
133 ,100円
121 ,600円

185 ,800円
149 ,800円
172 ,500円
141 ,900円
129 ,200円

一般行政職員
大学卒
高校卒
大学卒
高校卒
中学卒

技能労務職員

（4）職員の経験年数別・学歴別平均給料（平成23年4月1日現在）

区　　分 経験年数
10年～15年

経験年数
15年～20年

経験年数
20年～25年

285,450円
該当者なし
該当者なし
253,400円
該当者なし

340,500円 390,300円
該当者なし 該当者なし
該当者なし 該当者なし
該当者なし 該当者なし
280,800円 該当者なし

一般行政職員
大学卒
高校卒
大学卒
高校卒
中学卒

技能労務職員

（注）採用試験に合格し、学校卒業後直ちに採用された者の初任給と、その者が２年後に
受けることとなる給料額について掲げたものです。

（5）職員の級別職員数の状況（平成23年４月１日現在）
区　分 １級 ２級 計

職　員 職　員

０人 ０人 ９人
0.0％ 0.0％ 100.0％

職　員 職　員

０人 １人 11人
0.0％ 9.1％

３級

主　査

２人
22.2％

職　員

７人
63.6％

４級
係　長
主　査
４人
44.5％

工 場 長
副工場長

３人
27.3％

５級

課長補佐

０人
0.0％

６級
課　　長
課長補佐

１人
11.1％

７級
次　長
課　長
１人
11.1％

８級

局　長

１人
11.1％

100.0％

一
般
行
政
職
員
技
能
労
務
職
員

標準的な
職務内容
職 員 数
構 成 比
標準的な
職務内容
職 員 数
構 成 比

（7）昇給の状況（平成22年度）
職　員　数

昇給数別
内　　訳

20人
区　分 職員数 区　分 職員数 区　分
０号給 ３号給 2人 ８号給
１号給
２号給 3人

４号給
６号給

10人
5人

職員数

（6）職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の
状況（平成23年４月１日現在）

区　　分
一般行政職員
技能労務職員

平均給料月額
352 ,914円
279 ,964円

平均給与月額
439 ,386円
326 ,926円

平均年齢
42 .7歳
49 .3歳

（注）人件費には、特別職・議員・委員の報酬256千円が含まれます。

（注）給与費は、平成23年度当初予算の計上額であり、職員手当には退職手当、児童手当は含まれていません。
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（8）職員手当の状況（平成23年４月１日現在）
期末・勤勉手当 退職手当

区　　分 期　　末 勤　　勉
６月期 1 .225月分 0 .675月分
12月期 1 .375月分 0 .675月分

計 2 .60月分 1 .35月分

区　　分 自己都合 定年・勧奨
平成22年度中の
一人平均支給額 該当者なし 17 ,739千円

職制上の段階、職務の級等による加算措置有り

時間外勤務手当
支給総額 2 ,865千円
職員一人当たり支給年額 125千円

特殊勤務手当
支給対象職種（平成22年度実績） 全職種
職員全体に占める手当支給職員の割合
支給対象職員一人当たり平均支給月額
手当の種類（手当数）

代表的な
手当の名称

支給額の多い手当
多くの職員に支給されて
いる手当

88 .5％
14 ,788円

５手当
不快手当
不快手当
危険手当

扶養手当
配偶者 13 ,000円

配偶者以外
１人6,500円（配偶者のない場合の１
人目は11,000円）高校生・大学生等の
子については上記の額に5,000円加算

住居手当

借家・借間居住者 12 ,000円を超える家賃に応じて
最高27 ,000円

通勤手当
片道２㎞以上
交通機関利用者 運賃等相当額（上限55 ,000円）

片道２㎞以上
自動車等利用者

５㎞まで2 ,000円から使用距離に応じ
支給（上限60㎞以上24 ,500円）

（9）特別職の報酬の状況（平成23年４月１日現在）
区　　分 報酬の年額

管 理 者
副 管 理 者
議 長

21 ,000円
21 ,000円
21 ,000円

副 議 長
議 員

21 ,000円
21 ,000円

区　　分 報酬の年額
監査
委員 （議会選出）

（識見を有する者） 23 ,000円
15 ,000円

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
（1）勤務時間の状況（変則勤務場所等を除く一般的な職場）（平成23年４月１日現在）

（3）育児休業等取得者数（平成22年度中に新たに育児休業（部分休業）を取得した職員数）

正規の勤務時間
７時間45分 8 : 3 0 1 7 : 1 5 1 2 : 0 0 ～ 1 3 : 0 0

開始時刻 終了時刻 休憩時間

（2）休暇の種類（平成23年４月１日現在）

区　　分 男性 女　性 計
育児休業取得者数 ０人 ０人 ０人
部分休業取得者数 ０人 ０人 ０人

計 ０人 ０人 ０人

区　分 処分者数 処分事由
休　　職
降　　任
免　　職
合　計

０人
０人
０人
０人

４　職員の分限および懲戒処分の状況（平成22年度）
（1）職員の分限処分の状況

区　分 処分者数 処分事由
免　　職
停　　職
減　　給
戒　　告
合　計

０人
０人
０人
０人
０人

（2）職員の懲戒処分の状況

年次有給休暇・産前産後休暇・育児時間・子の看護・介護・忌引・父母の追悼・
結婚・選挙権行使・裁判員等出頭・骨髄移植・ボランティア・住居滅失等・
交通遮断・危険回避・妻の出産補助・育児参加による子の養育・夏季休暇・
リフレッシュ
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１件

５　職員の服務の状況（平成22年度）
（1）服務制度に関する研修等の実施状況

地方公務員法に定められた職員としての義務を周知徹
底のため、随時通知文書等により服務制度についての徹
底を図っています。

（3）営利企業等への従事許可の状況
区　　　　　分 件　数

①　営利を目的とする私企業を営むことを目的とする会社その他の団体の役員その他人事委員会規則で定める
地位を兼ねるもの ０件

②　自ら営利を目的とする私企業を営むもの ０件
③　①②を除き報酬を得て事業若しくは事務に従事するもの １件

６　職員の研修および勤務成績の評定の状況（平成22年度）
（1）研修の状況

研　　修　　区　　分 研　　修　　名　　等

専門研修

職務に密接に関係する知識および技術を専門的に学ぶと

ともに、社会情勢の変化や新しい行政課題に的確に対応で

きる各種能力の向上を図る研修

危険物取扱者保安講習 １人

一般廃棄物処理施設管理技術講習会 １人

メンタルヘルス講座 ２人

生活習慣病予防セミナー １人

（2）勤務成績の評定の概要

目　　　的

制度の概要

評定基準日
評 定 期 間
対　象　者
実 施 者 数

職員が現についている職において、勤務の実績並びに執務に関連してみられた能力と適性に関する事項
を評定するとともに、職員の能力開発への活用に資する。

原則として、第１次から第３次までの３人の評定者により、各職員に与えられた評定項目の各評定要素
について５段階で仮評定する。最終評定者は、最終評定点および評語を決定する。
平成23年２月１日
平成22年２月１日から平成23年１月31日
全職員
26人

執　　　行　　　額 一人当たりの負担額
27 ,696 ,289円 1 ,065 ,242円

７　職員の福祉および利益の保護の状況（平成22年度）
（1）共済組合負担金（地方公務員等共済組合法（昭和37年法

律第152号）に基づく愛知県市町村職員共済組合に対する
負担金）

（2）職員互助会補助金（職員の相互共済および福祉増進を図
るため、全職員が加入する職員互助会に対する補助金）

（3）安全衛生管理体制
ア　安全衛生管理体制の概要

職員の安全の確保、健康増進などの諸施策を効率的に推進するために、知多南部衛生組合職員安全衛生管理要綱の定め
るところにより、安全衛生推進者を組織の長とする安全衛生管理体制を整備しています。

イ　職員健康診断

検　診　名 対　象
職員数

一般定期健康診断
特別定期健康診断
人 間 ド ッ ク

6人
20人
11人

受診者数

6人
20人
11人

未受診者

0人
0人
0人

1人
1人
0人

4人
4人
4人

1人
11人
6人

0人
4人
1人

正常範囲
健康管理区分（医療面）

要観察 要精検 要医療

補助金額（交付決定額） 会　員　数
130 ,000円 26人

＊特別定期健康診断受
診者は、深夜業務お
よび現場業務に従事
する職員（臨時職員
を含む。）を対象に行
い第１回実施分を計
上しています。

（2）セクシュアル・ハラスメント対策
セクシュアル・ハラスメント対策については、総務課

を相談窓口とし、職場におけるセクシュアル・ハラスメ
ントの防止に努めています。

計

ウ 健康指導等の実施状況
職員の健康の保持増進を図るため、健診結果に基づく事後管理、一般疾病の予防・治療対策・心の健康問題について共

済組合等の相談窓口を活用して保健指導を実施しています。また40歳以上の職員のうち、指導該当者に対し特定保健指導
を実施しています。

動 機 付 け 支 援 1人 ①初回面接　②６か月後評価
区 　 分 支援者数 指　　導　　内　　容

積 極 的 支 援 2人 ①初回面接　②毎月電話等の通信での支援　③６か月後効果測定および評価
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（4）職員の災害補償
ア　公務災害認定件数

ウ　負担金執行額
（地方公務員災害補償法（昭和42年法律第121号）に基

づく地方公務員災害補償基金に対する負担金）

負　　　傷

自 己 職 務
遂 行 中

２件 ０件 ０件 ２件 ０件 ０件 ０件 ０件 ２件

出 張 中 そ の 他 計

疾　　　病

公 務 上 の
負傷に起因
す る 疾 患

職 業 病
そ　の　他
公務起因性
の明らかな
疾　　　病

計
合　　計

イ　通勤災害認定件数
出勤途上 退勤途上 合　計

０件０件 ０件

８　公平委員会の業務の状況（平成22年度）
業務の種類 件　数

０件
０件

勤務条件に関する措置の要求件数
不利益処分に関する不服申立て件数

金　　　額
507 ,530円

※公平委員会の事務は、愛知県に委託しています。

知多南部衛生組合　☎６２− ０４０２

知多南部衛生組合財政運営の状況を町民の皆さんにご理解していただくため、平成23年度予算の執行状況
(平成23年９月30日現在)をお知らせします。

知多南部衛生組合の財産
○ 土　　地 187 ,420㎡
○ 建　　物 11 ,359㎡
○ 基　　金 0円
○ 有価証券 0円

知多南部衛生組合 平成23年度 予算執行状況を公表します

地方債の平成23年９月末現在高
12億8 ,328万円

○ 借入先別内訳　財務省（100％）

一時借入金の現在高 0円

200万円
685万6千円

2,432万7千円
1,000万6千円

630万円
　　0円

歳　出歳　入 一 般 会 計
(目的別内訳)

分担金
及び
負担金

使用料及
び手数料

予 備 費

公 債 費

維　　持
管 理 費

総 務 費

議 会 費

予 算 額

収入済額

予 算 額

支出済額

1 2 3 4 5 5億 10億 15億23455億10億15億 1

予算現額　13億4,548万3千円
収入済額　15億7,110万8千円
収 入 率　　　　　　　42.4％

予算現額　13億4,548万3千円
支出済額　15億5,136万5千円
支 出 率 　　　　41.0％

(千万円) (千万円)

18万1千円
9千円

4,911万円
2,388万7千円

8億5,215万3千円
3億850万1千円

500万円
　0円

12億2,269万4千円
　　5億1,650万円

組 合 債

繰 越 金

諸 収 入 4億3,903万9千円
2億1,896万8千円

9,016万2千円
3,774万6千円
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フォトニュースまちの話題をお知らせください。　企画情報課　広報担当（内線333）まで

長生きのヒケツ
９月27日（火）、石黒和彦町長が今年度100歳を迎

える、齋藤
����

いねさん（豊浜）と山下
����

志
�

ずゑさん（師
崎）を訪問しました。石黒町長から「おめでとう
ございます」と祝い状や花束などが贈られると、
２人は笑顔で受け取っていました。また、長寿の
秘訣を尋ねられると、少し照れた様子で「食べる
ことが大事」と２人とも同じ答えでした。

豊浜の魅力満載
10月８日（土）、豊浜漁港で第８回おいなぁ市が開か

れました。地元特産の海産物や菓子が販売され、来場
者が参加する鮮魚セリ市を開催。自分の番号札を掲げ、
値段を告げる本格的なセリに多くの人が楽しみながら
参加しました。

力強い舞で魅了
10月８日（土）・９日（日）、大漁祈願、無病息災

を願い師崎の祭礼が行われました。
秋晴れの中、装束をまとった若衆が港町を練り

歩く大名行列は時代をさかのぼった様な雰囲気で
す。華やかに飾った山車５台の曳きまわしに訪れ
た人々は目を奪われた様子でした。

また、８日は「あいち戦国姫隊」の「市」、「於
大」、「江」が参加。姫隊によるクイズ大会が開か
れ、多くの人が集まり、祭りに華を添えました。

師崎の新たなスポット
10月１日（土）、師崎地区で顔出し看板の除幕式が行

われました。「漁師まち師崎をみんなで歩こう事業」
と題し、名所旧跡を散策する観光客に楽しんでもらう
ためのものです。観光客の減少に歯止めをかけ、地域
の活性化に繋がることが期待されています。
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先ずは下の写真をご覧下さい。「なあんだ。ただの
イトマキヒトデではないか」「いえいえちょっと変です
よ。よく見て下さい」これは、本年５月31日、内海小
学校３年生の「海の観察会」で採集したもので、場所
は山海・大泊の天神様前の磯です。

普通のイトマキヒトデは、左下の写真のように腕
��

が
５本ですが、この個体には６本の腕があります。

このような６本腕のイ
トマキヒトデには、たま
に出会うことがあります。
まれには４本腕や７本腕
のものもいるそうです。

では、どうしてそのよ
うに腕の数が違うものが
出来るのでしょうか。

ヒトデの仲間は、極
��

め
て再生

����
能力が高く、外傷

で腕を１本失っても、た
やすく再生されます。それどころか腕１本から全身が
再生されるといわれます。このような場合、外傷の受
け方などで、腕が１～２本多く、あるいは１本少なく
再生されてしまうこともあると考えられています。

また、卵からかえった幼生が成体になる段階で、何
かエラーが起こって５本になるはずの腕の数が異なっ
た数になることも考えられます。

さらに、ここに挙
�

げた二つの要因が複合している場
合もあるかも知れません。

ところで、６本腕など腕の本数が異なるイトマキヒ
トデは、正常な５本腕に比べて生活能力に優劣がある
でしょうか。

今回の山海・天神東の６本腕は、体の中心から腕の
先端までの長さが平均6.2cmで、この辺りの５本腕と
同じくらいの大きさでした。腕の数が１本多くても、
特に大きくなれるわけではなく、逆に成長が妨げられ
るわけでもないようです。しかし、この一例だけで結
論を導くことは出来ません。

No.246

森
� �

田
�

博
� �

文
� �

ちょっと変です このヒトデ
━━  内海小 海の観察会 ━━

背　面　　　　　　　　　　腹　面
山海・天神東の磯で採集されたイトマキヒトデ

普通のイトマキヒトデ
豊浜・峠の磯

高等学校等進学を控えている御子弟（男子）
をお持ちの皆様へ、陸上自衛隊高等工科学
校生徒（進学・就職）説明会を次のとおり行
います。

と　き 11月14日（月）
午後６時から７時30分
11月20日（日）
午前10時から正午
12月９日（金）
午後６時から７時30分

ところ 自衛隊愛知地方協力本部
半田地域事務所
（半田市南末広町6-2 半田ビル2階）

進学・就職後の概要等

問い合わせ 自衛隊愛知地方協力本部
半田地域事務所
☎ 2 1 − 0 0 0 4

陸上自衛隊高等工科学校生徒
（進学・就職）説明会のお知らせ

受験資格（年齢）上限は平成24年４月１日現在

知多都市計画区域の都市再開発の方針（案）
を次のとおり縦覧します。

この都市再開発方針（案）について、意見
のある方は、縦覧期間満了の日までに愛知県
あて意見書を提出することができます。

縦覧期間
11月８日（火）～11月22日（火）まで
※土日を除く
縦覧場所
愛知県建築担当局住宅計画課
南知多町役場建設課
問い合わせ 建設課（内線 2 3 5 ）

都市再開発の方針の決定
の案の縦覧について

進学・就職後
の概要

将来のチームリーダーを
目指す

受験資格 中卒（見込含）17歳未満

学生手当
（給与）

9 4 , 9 0 0 円
（平成22年４月現在）
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個人事業税の第二期分の納期限は、11月30日（水）
です。11月中旬に県から納付書をお送りしますので、
最寄りの銀行、農協、ゆうちょ銀行（ゆうちょ銀行
代理店の郵便局を含みます。）などの金融機関若しく
はコンビニエンスストア（納付書の納付金額が30万
円以下のものに限ります。）または県税事務所で納付
してください。

なお、Pay-easy（ペイジー）に対応しているイン

ターネットバンキングまたはＡＴＭを利用して納付
することもできますので、ぜひご利用ください。た
だし、領収証書が発行されません。

また、納税には便利で安全な口座振替の制度もあ
ります。
問い合わせ　愛知県知多県税事務所

課税第一課県民税・事業税グループ
☎ 8 9 － 8 1 7 4

個人事業税第二期分の納税をお忘れなく

平成12年から平成17年の間に年金として生命保険
金を受給していた方へ、納めすぎとなっている所得
税に相当する額を特別還付金として支給する制度が
創設されました。

このことに伴い、住民税についても、相当する額
の給付を受けられる場合があります。税務署で特別
還付金の請求手続きを済ませた上で、以下の必要書
類をご用意の上、役場税務課へ申請してください。

問い合わせ
【住民税】 税務課住民税係

☎ 6 5 - 0 7 1 1 （内線 1 4 5 ）
【所得税】 半田税務署

☎ 2 1 - 3 1 4 1

《申請期間》
11月１日から平成24年10月31日まで

《必要書類》
①所得税特別還付金の支給を受けた方
・「特別還付金請求書」の写し
・「特別還付金の額の計算明細書」の写し
・特別還付金請求書の「添付書類」の写し
・「特別還付金の決定通知書」の写し
②上記以外の方
・保険証書の写し等「保険年金の受給期間や受給総
額などが分かる書類」

なお、所得税の「特別還付金」がある場合でも、
税率・計算式等が異なるため住民税の返還金は発生
しない場合があります。

納 め す ぎ の 税 金 が 戻 る か も ？
― 生命保険金を年金として受け取っている方 ―

税務署からのお知らせ
平成23年 年末調整・青色決算説明会を開催します

と　　き と　こ　ろ 対　　　象

年末調整説明会
11月24日（木）

午前10時～正午 半田市福祉文化会館
（雁宿ホール）

半田市の法人・南知多町・美浜町

青色決算説明会
11月28日（月）

午後２時～４時
半田市・常滑市・阿久比町
武豊町・南知多町・美浜町

青色決算書関係書類は、従来、青色決算説明会の
前に送付しておりましたが、平成23年分からは、翌
年２月初旬頃に確定申告書用紙に同封されます。な

お、開催の当日、必要な青色決算書関係書類につい
ては、当会場にて用意いたします。
問い合わせ 半田税務署　☎ 2 1 － 3 1 4 1

「税を考える週間」〔11月11日（金）～ 11月17日（木）〕

テーマ：「税の役割と税務署の仕事」
～国税庁のIT化・国際化への対応および国税電子申告・納税システム（e-Tax）の利用促進～
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豊 浜
師 崎
篠 島
日間賀島

計

男 女 計 世帯数
内 海

区分
地区

人口と世帯数(住民基本台帳) 平成23年９月末現在

(　)内は対前月比

2,743 人 2,876 人 5,619 人 2,041世帯

2,731 人 2,957 人 5,688 人 1,975世帯

2,440 人 2,540 人 4,980 人 1,761世帯

914 人 934 人 1,848 人 607世帯

1,046 人 1,089 人 2,135 人 647世帯

9,874 人

（−3）
10,396 人

（−12）
20,270 人

（−15）
7,031世帯

（＋4）

町内の火災・救急・交通事故(23年９月)
火災・救急
火災件数 2件 ( 12件) 〈 ＋1件〉
うち建物 1件 ( 8件) 〈 ＋3件〉
救急件数 76件 ( 842件) 〈＋92件〉
うち急病 45件 ( 561件) 〈＋64件〉
交通事故
件　　数 7件 ( 48件) 〈 −7件〉
死　　者 0名 ( 0名) 〈 −1名〉
重軽傷者 7名 ( 56名) 〈−12名〉

※(　)内は今年の累計
〈　〉内は前年同期との比較

町税の休日収納窓口を開設します
開　設　日　11月13日（日）
開 設 時 間　午前９時〜正午
開 設 場 所　役場１階　税務課窓口
問い合わせ　税務課徴収係

☎65−0711（内線143・144）

11 月 の 納 税
◆固 定 資 産 税………第 ４ 期 分
◆国民健康保険税………第 ５ 期 分
◆納　 期 限………11月30日(水)
口座振替制度ご利用の方は、指定された金融機関の口座から
引き落としいたしますので預金残高の確認をお願いします。

「 町 税 は 便 利 な 口 座 振 替 で 」

▲
　

▲
　

　
▲

▲
▲

●
国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
お

よ
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。（
そ
の
年
の
１
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た

保
険
料
が
該
当
し
ま
す
。）

●
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
支
払
っ
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
平

成
23
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
方
に
対
し
、「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」
が
本
年
10
月
下
旬
か
ら

11
月
上
旬
ま
で
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
必
ず
こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領

収
書
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に

は
、
来
年
の
１
月
下
旬
に
送
付
さ

れ
ま
す
。

●
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
納
付
さ
れ

た
ご
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
の

申
告
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た

控
除
証
明
書
を
添
付
し
て
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

※
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て

の
ご
照
会
は
、
控
除
証
明
書
の
は

が
き
に
表
示
さ
れ
て
い
る
年
金
事

務
所
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

年
金
受
給
者
の
み
な
さ
ん
へ

『
扶
養
親
族
等
申
告
書
』
は
期
限

ま
で
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
！

老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と
す

る
年
金
は
、
雑
所
得
と
し
て
所
得

税
の
課
税
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
障
害
年
金
・遺
族
年
金
は
課
税
さ

れ
ま
せ
ん
。）

課
税
対
象
と
な
る
受
給
者
の
方

に
は
、
毎
年
11
月
上
旬
ま
で
に
日

本
年
金
機
構
か
ら
扶
養
親
族
等
申

告
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
12

月
１
日
の
提
出
期
限
ま
で
に
必
ず

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
申
告
に
よ
り
、
翌
年
中
に

受
け
ら
れ
る
年
金
に
か
か
る
所
得

税
の
源
泉
徴
収
税
額
が
決
ま
り
ま

す
。
も
し
提
出
を
忘
れ
る
と
各
種

控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
所
得
税
の

源
泉
徴
収
税
額
が
多
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。な

お
、
年
金
以
外
に
収
入
が
あ

る
方
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」

が
発
行
さ
れ
ま
す
。

～
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
！
～

◆国民年金の保険料◆

10月分
11月30日（水）まで

口座振替をご利用の方は、指
定された金融機関の口座から引
き落としいたしますので預金残
高の確認をお願いします。

国

民

年

金

だ
よ
り

問
い
合
わ
せ

住
民
課
　
内
線
１
１
８

年
齢

65
歳
未
満

年
金
額
が

１
０
８
万
円
以
上

65
歳
以
上
年
金
額
が

１
５
８
万
円
以
上

平
成
24
年
分
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」

が
送
付
さ
れ
る
方

平成23年度
放置自転車
クリーンキャンペーン
11月１日〜11月30日

困ります！
自転車置き去り

知らんぷり！
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冬の
かぜ・インフルエンザに負けるな！

秋も深まり、冷たい風がほおを掠
��

めるようになりました。みなさん、風邪やインフルエンザにはかかって
いませんか？かぜをひく一番の原因はウイルスに感染することです。ウイルスは、非常に小さい病原体で、
体内に侵入するとノドや肺などの呼吸器が炎症し、くしゃみや鼻水、発熱などの症状が引き起こされます。

インフルエンザはインフルエンザウイルスにより風邪に似たような症状がでたり、39度以上の高熱、筋肉
痛など風邪より強い症状が現れます。

どんなときに感染するの？
ウイルスに感染をしてもすぐには発症するわけではありません。体の免疫

����
機能
� � �

（菌やウイルスと戦う力）
が働き、発症を防ぎます。しかし、十分に免疫機能が働かないと、ウイルスが体内で増殖し発症します。

免疫機能が低下する原因
①　ストレス
②　食生活
③　睡眠不足

どうしたら予防できるの？
ちょっとした油断から、ウイルスの感染を招きます。予防には、普段から健康な生活を意識し、習慣づけ

ることが大切です。体に合った生活リズムで仕事や勉強のスケジュールを立てましょう。

季節の変わり目に注意！
季節の変わり目など、気温が変化しやすい時期は、

衣類や寝具などが気温に合わず体調を崩しがちです。

① 規則正しい生活
体の機能を正常に保ち続けるためにも、夜更かし

や不摂生を減らしていきましょう。

③ 体力の向上
ウォーキング、筋トレなど簡単にできる運動から

始め、ウイルスに負けない体力をつけましょう。

⑤ うがい・手洗い・マスク
粘膜に付着したウイルスを取り除くために、帰っ

てきたらうがいをしましょう。体に入れないために、
外出時はマスクをつけましょう。手洗いも30秒以上
かけ丁寧に行いウイルスを洗い流しましょう。

⑦ 十分な睡眠
睡眠不足で体力を落とすと風邪

への抵抗力が弱まってしまいます。

⑨ 禁煙
喫煙は喉の粘膜を傷つけたり、免疫力を低下させ

るため、ウイルスに感染しやすくなります。

② バランスのよい食事
朝、昼、晩と規則正しく、栄養バランスのよい食

事をとりましょう。

④ 保温・保湿
寒くなると、鼻や喉の繊毛運動が弱ります。冬は

室温を20～25度に、湿度は60～80％に保ちましょう。

⑥ 汗を拭く
汗が冷えることで体も冷え、体調

を崩しやすくなります。汗をしっか
り拭いて着替えましょう。

⑧ ストレス軽減
ストレスを多く抱えると、免疫力が低下します。

趣味などを通してストレスを和らげましょう。

⑩ 予防接種
予防接種によりインフルエンザの発症

を抑えることが期待できます。また、発
症しても重症化を防ぐことができます。

予防10か条

保健センター ☎65−0711（内線511〜514）
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〜みんなの町の憩いの場所〜

ふれあい・いきいきサロンインタビュー
「サロン」とは、住民の方が地域で活き活きと元気に楽しく

暮らしていけるように、参加者とボランティアが協力して運営
していく憩いの場です。毎回おしゃべりや様々なレクリエーシ
ョンを仲間と楽しんでいます。

各地区で開設するサロン参加者をインタビューしていきたい
と思います。

今回は、サロンないば（篠島）をインタビューしました!!

サロンないば
と　き：毎月第２・４月曜日（月２回）

１０：００～１５：００
場　所：篠島生きがい活動支援センター
会　費：１００円（おやつ・飲物・保険代等）　
代　表：杉本この代　☎６７－２０２２

〜サロンの様子〜
参加者は約15～16名。ボランティア８名。参加者の多くは、80歳代が多い。近所の仲間に声をかけ、

参加をされている人が多かった。
取材当日は、ビンゴゲームやカラオケなど、お茶を飲みながら楽しんでいた。お昼は、各自でお弁当

を持参しサロンで食べる人や、午前中で帰る人など、自分の生活スタイルにあった方法でみなさん参加
をされていた。

参加者は、一人暮らしの高齢者や、自分の居場所として参加をしている人が多かった。

〜参加者へのインタビュー〜

〜ボランティアへのインタビュー〜

次回のサロンインタビューは、おしゃべり喫茶（豊浜・中洲）です。みなさん楽しみにしてください。

11月の休日急病当番医の変更について
11月13日（日）変更後　辻　医院　内科・小児科（☎ 8 2 － 0 1 0 6 ）

（変更前　知多厚生病院）

Q,サロンに参加する理由は？
皆がここに集まり、近所の仲間と笑いあう事が

楽しい。一人暮らしではないがずっと家にいるこ
とは寂しい。ここ（サロンないば）には皆がいて
自分の居場所がある。

Q,ボランティアとして活動されてどう思いますか？
自分は世話好きのため、こうしてボランティアを行っている。私たちが手伝う

ことに対し、みんな（参加者）がどう思っているかは分からないが、サロンの開
設を楽しみに指折り数えていると言う声をもらう。そのような声をもらうと、な
るべく多く開催したい気持ちになる。私は人を喜ばせるのが楽しい。だから生き
がいになっている。

Q,サロンに参加し一番楽しいことは？
来るのも楽しいし、カラオケをみんな

で歌うのも楽しい。ここで好きにしゃべ
り、みんなのうれしい顔を見るのが一番
楽しい。

保健センターからのお知らせ
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こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
火
災

予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
に
よ
っ

て
、
火
災
の
発
生
の
防
止
と
、
高

齢
者
を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生

を
減
少
さ
せ
、
財
産
の
損
失
を
防

ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
「
消
し
た
は
ず
　
決
め

つ
け
な
い
で
　
も
う
一
度
」
を
統

一
標
語
と
し
、
設
置
が
義
務
化
さ

れ
た
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
早
期

設
置
の
促
進
を
図
り
ま
す
。
全
国

の
火
災
統
計
で
、
依
然
と
し
て

「
放
火
・
放
火
の
疑
い
」
が
、
出

火
原
因
の
第
１
位
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
「
放
火
火
災
・
連
続
放

火
火
災
防
止
対
策
の
推
進
」、
さ

ら
に
は
、
相
次
い
で
発
生
し
た
小

規
模
特
定
防
火
対
象
物
（
小
規
模

な
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
）
火
災

の
教
訓
を
踏
ま
え
、「
特
定
防
火
対

象
物
に
お
け
る
防
火
安
全
対
策
の

徹
底
」
を
重
点
目
標
に
掲
げ
て
い

ま
す
。

住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

—
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
—

３
つ
の
習
慣

●
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

●
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

●
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

●
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す

る
。

●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置

す
る
。

●
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る
。

み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
火
気

の
取
扱
い
に
十
分
注
意
し
て
、
み

な
さ
ん
の
町
か
ら
恐
ろ
し
い
火
災

を
無
く
し
ま
し
ょ
う
。

消
火
活
動
や
救
急
・
救
助
活
動

は
、
１
分
１
秒
を
争
う
時
間
と
の

戦
い
で
す
。

消
防
署
で
は
、
１
１
９
番
の
通

報
内
容
に
よ
っ
て
消
防
車
や
救
急

車
な
ど
、
最
も
適
切
な
車
両
を
直

ち
に
出
動
さ
せ
ま
す
。
も
し
、
あ

わ
て
て
し
ま
い
場
所
や
状
況
を
正

し
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ

ば
、
消
防
車
や
救
急
車
の
到
着
時

間
が
遅
れ
て
し
ま
い
、
災
害
の
拡

大
や
大
切
な
命
を
救
え
な
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
ず
は
ご
自
身
の
身
の
安
全
を
確

保
し
て
か
ら
１
１
９
番
へ
電
話
し

て
く
だ
さ
い
。
あ
わ
て
ず
は
っ
き

り
と
内
容
を
伝
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
皆
さ
ん
の
正
し
い
１
１
９

番
通
報
が
迅
速
、
か
つ
的
確
な
消

防
活
動
に
つ
な
が
り
ま
す
。

《
通
報
要
領
》

火
災
の
場
合

・
住
所
（
近
く
の
目
標
物・

ビ
ル

等
の
場
合
何
階
か
）

・
何
が
燃
え
て
い
る
の
か

・
逃
げ
遅
れ
た
人
や
け
が
を
し
た

人
は
い
な
い
か

・
通
報
者
の
氏
名
、
電
話
番
号

救
急
の
場
合

・
住
所
（
近
く
の
目
標
物・

ビ
ル

等
の
場
合
何
階
か
）

・
誰
が
ど
う
し
た
の
か

・
呼
び
か
け
に
反
応
が
あ
る
か

・
け
が
を
し
た
人
が
何
人
い
る
の
か

・
通
報
者
の
氏
名
、
電
話
番
号

※
通
報
内
容
か
ら
傷
病
者
の
生
命

が
お
び
や
か
さ
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
場
合
、
傷
病
者
へ
の
応
急
手

当
（
心
肺
蘇
生
法
、
異
物
除
去
、

止
血
等
）
を
お
願
い
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
分
か
ら
な
い
場
合
は

電
話
口
に
て
直
接
指
導
も
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。

※
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
９
番
通

報
は
、
電
話
を
し
た
場
所
に
よ
り

管
轄
外（
知
多
南
部
消
防
署
以
外
）

の
消
防
本
部
に
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

そ
の
場
合
は
電
話
を
切
ら
ず
に

場
所
・
状
況
等
を
伝
え
れ
ば
該
当

す
る
消
防
本
部
に
直
接
転
送
さ
れ

ま
す
の
で
係
員
の
指
示
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
毎
年
開
催
い
た
し
ま

し
た
知
多
半
島
地
域
こ
こ
ろ
の
健

康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
今
年
は

美
浜
町
で
「
こ
こ
ろ
の
つ
ど
い
ｉ

ｎ
ち
た
」
と
装
い
を
新
た
に
開
催

い
た
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
　
き

11
月
19
日（
土
）
午
前
10
時
～

午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ

美
浜
町
総
合
公
園
体
育
館

美
浜
町
大
字
北
方
字
十
二
谷
１
‐

２内
　
容

当
事
者
に
よ
る
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
、
当
事
者
に
よ
る
社
会

資
源
に
関
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
、
模
擬
店
（
み
た
ら
し

だ
ん
ご
、フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
）

問
い
合
わ
せ

知
多
半
島
地
域
こ
こ
ろ
の
健
康
づ

く
り
連
絡
協
議
会
事
務
局

ワ
ー
ク
ル
ー
ム
か
も
め

☎
０
５
６
９
‐
８
２
‐
５
１
３
７

「
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
」始
ま
る

11
月
９
日（
水
）か
ら
15
日（
火
）ま
で
の
７
日
間

11
月
９
日
は
119
番
の
日

火
災・

救
急・

救
助
の

通
報
は

119
番
へ

知
多
南
部
消
防
本
部
予
防
課
　
☎
６
４
‐
０
１
２
１
（
直
通
）

知
多
南
部
消
防
署
☎
６
４
‐
０
１
１
９

平
成
23
年
度

こ
こ
ろ
の
つ
ど
い

in
ち
た
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と　き 11月19日（土）午前10時～午後８時
20日（日）午前10時～午後７時

ところ 日本福祉大学　美浜キャンパス
（名鉄「知多奥田」駅下車、徒歩２分）

テーマ Heartwarming ～心温暖化～
企　画 ★豪華景品盛りだくさん「ガラポン企画」

（両日開催）
★スタンプ集めて景品ゲット「スタンプ

ラリー企画」（両日開催）
★心あたたまる言葉を集めよう「メッセ

ージ企画」（両日開催）
★ぴょんぴょん跳ねろ！「ふわふわ企画」

（19日のみ開催）
★かわいい動物たちと触れ合おう「移動

動物園企画」（20日のみ開催）
★夜まで大学祭を楽しもう！「後夜祭企

画」（20日のみ開催）
☆模擬店企画、ステージ企画、フリーマ

ーケット企画、フリー企画も例年通り
行います。

☆ユージさん・加藤
� � �

夏希
� � �

さんのトークシ
ョーもあります！（チケットの前売り券
はチケットぴあとサークルKサンクス・
セブンイレブンでお買い求め出来ます。）

注　意
福祉大学祭は全面的に禁酒・分煙です。
皆様のご協力をお願いいたします。

問い合わせ
日本福祉大学　福祉大学祭実行委員会
メールアドレス：daisai_kikaku@yahoo.co.jp

日本福祉大学第59回 福祉大学祭 日本福祉大学セミナー
文化講演会開催のお知らせ
と　き 11月19日（土）午前10時～正午

（受付開始午前９時45分）
ところ 日本福祉大学　美浜キャンパス

文化ホール
演　題 水と緑と土

—今こそ土台から国土利用の
あり方を考えよう—

講　師 富山
����

和子
� � �

氏
（評論家・立正大学名誉教授・日本福祉大

学客員教授）
参加無料
申込方法

参加者氏名、連絡先を明記の上、11月14日（月）
までに、ＦＡＸで申し込みください。
申し込み・問い合わせ
日本福祉大学後援会事務局
☎ 0 5 2 − 2 4 2 − 3 0 4 5
ＦＡＸ 0 5 2 − 2 4 2 − 3 0 4 6
Ｅメール：nfu-sa@ml.n-fukushi.ac.jp
ＨＰ：http://www.netnfu.ne.jp/kouen/

愛知県図書館
「おはなし会」のご案内
県図書館では、毎月第一日曜日と第三土曜日に

「おはなし会」を開催しています。絵本の読み聞
かせや紙芝居、手遊びなどを行います。午前の部
は幼児向けで、午後の部は小学生向けです。各回
とも年齢制限はありませんので、どなたでも参加
していただけます。
と　き 11月６日（日）、11月19日（土）

・午前の部（幼児向け）
午前11時30分から11時50分まで

・午後の部（小学生向け）
午後２時30分から午後３時まで

ところ 愛知県図書館　児童図書室（１階）
（名古屋市中区）　　　　　　　　

入場料 無料
問い合わせ 愛知県図書館総務課
☎ 0 5 2 − 2 1 2 − 2 3 2 3
ＦＡＸ 0 5 2 − 2 1 2 − 3 6 7 4
ホームページ　http://www.aichi-pref-library.jp

布ぞうり作り教室の参加者募集
古着を利用してｅｃｏ

�　�
な布ぞうりを作ってみま

せんか。（１人分の布ぞうりを進呈します。）
と　き （１）11月16日（水）

（２）11月25日（金）
午前９時～正午

ところ 知多南部衛生組合
参加費 ３００円
定　員 各回８名まで（先着順）
申し込み・問い合わせ
知多南部衛生組合
業務第１係
☎ 6 2− 0 4 0 2
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２．応募資格

３．選考方法
入校を希望する高等技術専門校で、筆記
試験および面接を実施

４．入校日
平成24年４月６日（金）

５．申込方法
入校願書を、入校を希望する高等技術専
門校へ直接、または居住地を管轄する公
共職業安定所を経由して提出してくださ
い。

６．入校検定料、入校料および授業料
（金額は一部変更されることがあります。）
（1）入校検定料　　　　４，４００円
（2）入校料　　　　　　５，６５０円
（3）授業料　　　年額６０，０００円
連絡先　☎ 0 5 2 − 9 5 4 − 6 3 6 4
電子メール：
hideto_yaguchi@pref.aichi.lg.jp
就業促進課産業人材育成室公共訓練グル
ープ　矢口まで

県立高等技術専門校では、実践的な技能者に向け、職業に必要な技術や知識を学んでいただきます。
１．訓練科、募集定員、募集期間等

愛知県立高等技術専門校の平成24年度普通課程訓練生を募集します

高等技術専門校 訓練期間訓　練　科 募集定員

名古屋高等技術専門校

〒462-0023
名古屋市北区安井2-4-48

☎０５２−９１７−６７１１

２年建築デザイン科 ２０人

１年モノづくり総合科
電気電子制御コース ３０人

１年モノづくり総合科
機械加工コース ３０人

岡崎高等技術専門校
〒444-0802
岡崎市美合町字平端２４

☎０５６４−５１−０７７５

２年モノづくり総合科
マルチスキルコース ２０人

東三河高等技術専門校
〒441-1231
豊川市一宮町上新切33-4

☎０５３３−９３−２０１８

２年木造建築科 ２０人

合　　　　計 ４科 １２０人

訓　練　科

建築デザイン科
モノづくり総合科

木 造 建 築 科

Ａ日程

Ｂ日程

Ａ日程

Ｃ日程
（中学新卒）

募集期間
10月３日（月）から
11月９日（水）まで
平成24年１月６日（金）から
平成24年２月９日（木）まで
10月３日（月）から
11月９日（水）まで
11月14日（月）から
平成24年１月12日（木）まで

選 考 日

11月18日（金）

平成24年
２月17日（金）

11月18日（金）

平成24年
１月20日（金）

建築デザイン科
モノづくり総合科

高等学校卒業程度の学力を有する
３０歳以下の方が対象

（平成24年３月卒業見込みを含む。）

木 造 建 築 科
中学校卒業程度の学力を有する

３０歳以下の方が対象
（平成24年３月卒業見込みを含む。）

と
り
ご
と

ひ日
が
落
ち
る
の
が
早
く
な
り
ま
し
た
。

夜
の
気
温
が
下
が
る
の
も
早
く
な
り
、

あ
た
た
か
い
飲
み
物
が
欲
し
く
な
り
ま

す
。
そ
ん
な
時
に
立
ち
寄
っ
た
自
動
販

売
機
に
ホ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ

て
い
な
い
・
・
・
と
い
っ
た
苦
い
思
い

を
し
た
人
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
私
は
暑
く
て
も
寒
く
て
も
あ
た

た
か
い
コ
ー
ヒ
ー
が
欲
し
い
の
で
、
ホ

ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
が
出
始
め
る
こ
の
時
期

は
待
ち
人
に
よ
う
や
く
会
え
た
よ
う
な

気
分
で
す
。
そ
の
反
面
、
ホ
ッ
ト
が
姿

を
消
す
時
期
は
私
に
と
っ
て
別
れ
の
季

節
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

K
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●
町
へ

50
万
円

知
多
半
島
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
株
式
会
社（

敬
称
略
）

訪
問
販
売
や
通
信
販
売
な
ど
の

契
約
に
関
す
る
こ
と
や
商
品
の
ト

ラ
ブ
ル
、
多
重
債
務
な
ど
消
費
生

活
に
関
す
る
相
談
に
専
門
の
消
費

生
活
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

と
き
11
月
17
日（
木
）

午
前
10
時
～
正
午

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ

役
場
第
二
会
議
室
（
２
階
）
　

問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
商
工
係

半
田
公
共
職
業
安
定
所
の
管
内

企
業
を
中
心
に
、
12
社
程
度
の
障

が
い
者
雇
用
を
希
望
し
て
い
る
企

業
が
参
加
し
ま
す
。
複
数
の
企
業

と
面
接
が
可
能
で
す
。

と
き
11
月
29
日（
火
）

午
後
０
時
50
分
～
３
時
40
分

（
午
後
０
時
20
分
受
付
開
始
）

と
こ
ろ
半
田
市
福
祉
文
化
会
館

雁
宿
ホ
ー
ル
講
堂

問
い
合
わ
せ
半
田
公
共
職
業
安

定
所
　
専
門
援
助
第
一
部
門

☎
２
１
‐
０
２
５
２

募
集
訓
練
科
目
・
期
間
・
定
員

●
短
期
課
程
（
１
年
）

情
報
シ
ス
テ
ム
科（
20
人
）、
Ｏ
Ａ

ビ
ジ
ネ
ス
科（
30
人
）、
Ｃ
Ａ
Ｄ
設

計
科（
機
械・

建
築
コ
ー
ス
）
各
15

人
、デ
ザ
イ
ン
科〔
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ー
ス

（
20
人
）・

Ｄ
Ｔ
Ｐ
コ
ー
ス（
10
人)

〕、

総
合
実
務
科（
15
人
）

募
集
期
間

11
月
１
日（
火
）～
12
月
16
日（
金
）

総
合
実
務
科
の
み
11
月
１
日（
火
）

～
11
月
25
日（
金
）

選
考
日
１
月
14
日（
土
）ま
た
は

１
月
15
日（
日
）

総
合
実
務
科
の
み
12
月
11
日（
日
）

選
考
方
法

・
障
が
い
者
対
象
　
一
般
教
養
と

面
接

・
知
的
障
が
い
者
対
象
　
適
性
試

験
、
運
動
機
能
試
験
お
よ
び
面
接

応
募
資
格

・
障
が
い
者
対
象
　
技
能
を
身
に

付
け
職
業
的
自
立
を
望
ん
で
い
る

方
。
症
状
が
安
定
し
て
い
る
方
。

訓
練
お
よ
び
集
団
生
活
に
支
障
が

な
い
と
認
め
ら
れ
る
方
。

・
知
的
障
が
い
者
対
象
　
療
育
手

帳
を
所
持
し
て
い
る
方
、
ま
た
は

公
的
機
関
で
判
定
を
受
け
た
方
。

技
能
を
身
に
付
け
職
業
的
自
立
を

望
ん
で
い
る
方
。
訓
練
お
よ
び
集

団
生
活
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら

れ
る
方
。
本
校
に
自
力
通
校
が
可

能
な
方
（
自
宅
か
ら
通
校
で
き
る

方
）。訓
練
の
受
講
に
際
し
、保
護
者

等
の
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
方
。

応
募
方
法
入
校
願
書
、健
康
診
断

書
を
居
住
地
を
管
轄
す
る
公
共
職

業
安
定
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

入
校
日

平
成
24
年
４
月
10
日（
火
）

受
験
料
お
よ
び
授
業
料
無
料

そ
の
他
訓
練
で
必
要
な
工
具
は

お
貸
し
し
ま
す
。
た
だ
し
、
教
科

書
代
、作
業
服
代
、食
費
な
ど
は
実

費
が
必
要
で
す
。
通
校
が
困
難
な

方
は
、寄
宿
舎
に
入
寮
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎
０
５
３
３
‐
９
３
‐
２
１
０
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
３
３‐９
３‐６
５
５
４

〒
４
４
１
‐
１
２
３
１

豊
川
市
一
宮
町
上
新
切
33
‐
14

知
多
南
部
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

ゆ
め
じ
ろ
う
・
わ
っ
ぱ
る
で
は
、

障
が
い
の
あ
る
方
や
ご
家
族
の
方

の
地
域
生
活
に
関
す
る
様
々
な
問

題
解
決
の
お
手
伝
い
を
す
る
巡
回

相
談
を
行
い
ま
す
。

生
活
で
お
困
り
の
こ
と
や
、
不

安
に
感
じ
て
い
る
こ
と
、
ど
こ
に

相
談
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
障
が
い

の
種
別
や
問
題
の
大
き
さ
に
関
わ

り
な
く
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
じ

っ
く
り
お
話
を
う
か
が
う
中
で
、

あ
な
た
ら
し
く
地
域
で
暮
ら
し
て

い
け
る
た
め
の
手
立
て
を
一
緒
に

考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

相
談
は
無
料
で
す
。
ま
た
秘
密

は
必
ず
守
り
ま
す
。

と
き
11
月
８
日（
火
）、

午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ
役
場
第
一
会
議
室（
１
階
）

※
巡
回
相
談
日
に
ご
都
合
の
つ
か

な
い
方
は
、
個
別
の
相
談
も
可
能

で
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

内
容
障
が
い
の
あ
る
本
人
、
家

族
、
関
係
者
か
ら
の
相
談

予
約
事
前
に
お
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

南
知
多
町
以
外
で
も
実
施
し
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
ま
た
は
役
場
福
祉
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ

知
多
南
部
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

ゆ
め
じ
ろ
う
☎
７
２
‐
６
４
６
４

メ
ー
ル:soudan@dune.ocn.ne.jp

わ
っ
ぱ
る
　
☎
７
３
‐
３
２
０
１

メ
ー
ル:soudan-co@wappa-no-kai.jp

（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

寄
　
　
　
　
　
　
　
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

消
費
生
活
相
談
窓
口
の

ご
案
内

商
工
観
光
課

(

内
線
２
４
２)

役
場

☎65−0711　FAX65−0694
 minamichita@town.minamichita.lg.jp お知らせコーナー

愛
知
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
の
平
成
24
年
度

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

福
祉
課

(

内
線
１
２
３)

障
が
い
の
あ
る
方
や
ご
家
族

の
巡
回
相
談
の
ご
案
内

福
祉
課

(

内
線
１
２
２)

障
が
い
者
就
職
面
接
会

を
開
催
し
ま
す

半
田
公
共
職
業
安
定
所
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広
報

再生紙を使用しています

1
1
.１

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

平
成

2
3
年

　
№

８
３

７
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

◆
発
行
／
南
知
多
町
　
TE

L6
5
-0

7
1
1

F
A
X
6
5
-0

6
9
4

編
集
／
総
務
部
企
画
情
報
課

〒
4
7
0
-3

4
9
5
　
愛
知
県
知
多
郡
南
知
多
町
大
字
豊
浜
字
貝
ケ
坪
1
8

町
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

http://w
w
w
.tow

n.m
inam

ichita.lg.jp/

篠島SC：篠島サービスセンター、日間賀島SC：日間賀島サービスセンター
※がん検診は申込者のみ

ヤングメタボ予防健診結果説明会
特定・後期高齢者健診結果説明会
知って得する！若返り大作戦火1

水2

文化の日
木3

金4

土5

第26回南知多町産業まつり (豊浜漁港施設用地内) 9:00〜14:30

献血　　　 (豊浜漁港施設用地内（産業まつり会場）)
9:30〜11:45　13:00〜14:30日6

子宮頸がん検診 (保健センター) 9:00〜10:45

乳がん検診 (保健センター) 9:00〜11:30月7

家庭粗大ごみ収集・篠島 (篠島SC前) 7:00〜8:15

健康なんでも相談 (保健センター) 9:30〜10:30

障がい者巡回相談 (役場) 13:30〜16:00

心配ごと相談・内海 (町公民館内海分館) 14:00〜16:00
火8

水9

木10

家庭粗大ごみ収集・日間賀島 (日間賀島SC横) 8:00〜9:00
金11

豊浜太鼓打ち着物展 (総合体育館) 10:00〜17:00
土12

町税休日収納窓口 (役場税務課) 9:00〜12:00

豊浜太鼓打ち着物展 (総合体育館) 10:00〜16:00日13

月14

火15

水16

10:00〜12:00消費生活相談 (役場第2会議室)
13:00〜16:00木17

家庭粗大ごみ収集・師崎 (師崎漁港製氷北側) 7:00〜11:00
金18

土19

日20

月21

火22

勤労感謝の日
水23

医師健康相談 (保健センター) 13:00〜14:00

成年後見巡回相談 (役場) 13:30〜16:00木24

心配ごと相談・師崎 (師崎公民館) 14:00〜16:00
金25

土26

町制50周年記念福祉講演会 (総合体育館) 13:30〜15:00
日27

月28

火29

水30

(篠島開発総合センター)
10:00〜10:15・13:00〜13:15


